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 26	 年降水量が約300 mmに達しない地域，もしくは年平均気温が－5℃に

 	 達しない地域でみられ，植生がまばらなバイオーム。

 27	 赤道に近い高温多雨の地域でみられ，常緑広葉樹が優
ゆう

占
せん

する森林。

 28	 熱帯より高緯
い

度
ど

にあって，やや気温の低い時期がある亜熱帯で発達し，

 	 常緑広葉樹が優占する森林。

 29	 熱帯・亜熱帯で，雨季と乾
かん

季
き

がはっきりとしている地域でみられ，

 	 乾
かん

燥
そう

に適応した落葉広葉樹が優占する森林。

 30	 亜熱帯より高緯度で，冬が比較的温暖な温暖帯でみられ，常緑広葉樹が

 	 優占する森林。

 31	 冬に比べて夏に雨が少ない地中海沿岸の地域などでみられ，常緑の硬
かた

い

 	 葉をつける樹木が優占する森林。

 32	 冬の寒さが厳しい冷温帯でみられ，冬に落葉する樹木が優占する森林。

 33	 亜寒帯でみられ，耐
たい

寒
かん

性が高く，寿
じゅ

命
みょう

が長い常緑の針葉をもつ樹木が

 	 優占する森林。

 34	 雨緑樹林よりも降水量の少ない熱帯・亜熱帯でみられ，雨季に一
いっ

斉
せい

に

 	 成長するイネのなかまが優占する草原。

 35	 年降水量が少ない温帯の内陸部でみられ，イネのなかまが優占する草原。

 36	 ふつうの植物は生育できないが，サボテンのような厳しい乾燥に

 	 適応した植物がまばらに生育する荒原。

 37	 亜寒帯より高緯度の寒帯でみられ，低木，草本，地
ち

衣
い

類
るい

・コケ植物を

 	 主体とする荒原。

 38	 緯度に応じた水平方向のバイオームの分布。

 39	 月平均気温が5℃以上の各月について，月平均気温から5℃を引いた値

 	 の1年間の合計値。

 40	 標高に沿ったバイオームの分布。

 41	 バイオームの垂直分布のうち，標高約700 m以下の場所。

 42	 生物の生命活動を支える化学エネルギーの源。

 43	 自然災害や人
じん

為
い

的な開発などによって生じる生態系の攪
かく

乱
らん

が，

 	 しばらくすると，もとの状態に戻
もど

る性質。

 44	 アサリやハマグリなどの二枚貝やアナジャコなどの生息場所となり，

 	 赤潮が起こるのを防いでいる海岸。

 45	 人々が生活のために持続的に管理してきた森林や，小川やため池などを

 	 含めた一帯。

 46	 本来その生態系にはいなかったが，人間により積極的あるいは偶然

 	 持ち込まれた生物。

　３章 生態系とその保全
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